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一般財団法人新潟県建設技術センター 

令和 6 年度研究助成事業（活動部門）成果報告書 

 

長生橋と信濃川の活用による持続可能なまちづくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年３月 

 

長生橋を愛する会 

長生橋ライトアップ(オリンピックカラー)と三尺玉 
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■申請事業名： 長生橋と信濃川の活用による持続可能なまちづくり事業 

 

■活動の趣旨・目的 

 選奨土木遺産である長生橋は長岡の景観を代表する土木構造物である。長生橋補修工事における昼間

交通止めについては、長期間にわたることで市民から愛する会へも不満の声が寄せられている。架橋か

ら 86 年が経過する長生橋の市民間で価値の共有がなされていないと感じられる。 

また、信濃川の広大な河川空間は長岡花火大会のほかの活用が乏しく水面活用は全くされていない。市

街地に近接して幅 1 ㎞の信濃川があること、そこにゲルバートラスの長生橋があることが長岡地域の個

性であり地域資源である。この貴重な社会資本を地域間競争のツールとして市民と価値の共有を図り持

続可能なまちづくりについて議論していく。 

 

■令和 6 年度実施事業 

1．長生橋講演会・点灯式 

 長生橋フォーラムの一環として、令和 6 年度総会に

引き続き、長生橋と信濃川に関する話題の講演会を実施

した。講演会では信濃川中流域の河川整備に加え、河川

の持つ営力と土砂の移動、河川敷の活用などが提起され

質疑も活発で有意義なものであった。 

 点灯式では長生橋からの中継によるカウントダウン

点灯(19:00)を実施した。ライトアップは明日への希望

を込めた「虹色」ライトアップで開始した。 

★4 月 19 日（講演会・点灯式）参加者：60 名 

  会場：アオーレ長岡 市民交流ホールＢ・Ｃ 

■長生橋を愛する会総会 17:00～17:30 

■講演会（17:30～18:50） 

  講演：「信濃川中流域の河川改修の動向」 

      ～川の変化の特徴を交えて～ 

講師：福島雅紀氏（国土交通省信濃川河川事務所長） 

■長生橋ライトアップカウントダウン点灯式（19:00） 

長生橋からＮＣＴ121ch で中継、アオーレ長岡ナカドマ 

 大型ビジョンでカウントダウン点灯 

■参加者：60 名 

 

２．長生橋構造見学会 

■日時：令和 6 年 9 月 25 日（日）14:00～16:30 

■参加者：85 名  講師・スタッフ：26 名 

■主催：長生橋を愛する会／新潟県長岡地域振興局／ 

（一社）新潟県建設業協会長岡支部 

講演会・点灯式チラシ(抜粋) 

長生橋講演会 

点灯式 
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■構造見学会内容 

・高所作業車による長生橋見学 

 （説明：長岡地域振興局維持管理課） 

・長生橋の歴史説明 

 (長岡地域振興局：細野計画専門員) 

 ・長生橋の構造 

  (長岡高専：井林教授) 

 ・信濃川講座 

  (エコロジーサイエンス：樋口氏) 

※80 名定員のところ 120 名を超える参

加応募があり次の機会へと断った経緯が

ある。最終参加者は 85 名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※構造見学会はとても好評で、アンケート結果からはほと

んどの方が「楽しかった、長生橋のことがよく分かった」

との回答で、参加者の多くは次回も参加したいとの意向で

あった。見学の班別や時間を調整して定員を増やすなど次

回の開催に備えたいと考えている。 

 



4 
 

３．長生橋フォトコンテスト（第 4 回） 

■趣旨：(募集チラシより) 

３代目長生橋は長岡のシンボルとして 80 年以上愛され続けています。「長生橋を愛する会」では長生  

橋に新たな魅力を付け加えたいと 2017 年の初ライトアップ以降、市民力で継続点灯するとともに、長

生橋に親しんでもらうための活動に取り組んでいます。さらに、2021 年度から「より多くの視点で長

生橋の魅力を再発見してもらいたい」との思いから、フォトコンテストを実施しております。あなたの好

きな長生橋の姿、橋とともにある暮らし、橋への思いが伝わる写真を募集しています。 

選ばせていただいた写真は、様々な形で長生橋の魅力の発信に使わせていただきます。誇れるもの  

がある街はステキです。あなたの「ステキ」をお寄せください 

■主催：長生橋を愛する会  

■後援：新潟県長岡地域振興局、国土交通省信濃川河川事務所、長岡市、ＢＳＮ、ＮＳＴ、TeＮＹ、 

ＵＸ、ＮＣＴ、ＦＭながおか 80.7、新潟日報社、長岡新聞社 

■募集期間 2024 年 12 月 10 日（火）まで 

■応募要領 

・単写真に限る。 

・合成写真や著しく画像処理された写真は不可。 

・写真に人物が写っている場合は応募に際して必ず 

 本人の承諾を得ること。 

・一人 2 点まで。・応募作品は返却しない。 

■著作権・所有権・使用権等について 

・著作権は撮影者に帰属。 

・所有権・使用権は長生橋を愛する会に帰属。 

・利用期限は無期限、無償で利用できるものとする。 

■応募状況と入選作品 

 長生橋フォトコンテストには長岡市内のアマチュ

アカメラマン、一般市民、などの皆様から 40 点の

応募があった。12 月 11 日に審査会を開き最優秀賞

1 点、優秀賞 4 点、入選 6 点の 11 作品を選考し

た。 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

最優秀賞「架橋 後光 放つ」  長谷川繁雄氏     優秀賞「2024 特別バージョン」田崎 守氏 
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※フォトコンテスト表彰式は 2025 年 2 月 11 日の長生橋フォーラムにおいて実施した。 

 また、入賞作品は卓上カレンダー1,000 部作成し関係機関等に配布した。 

① 表彰式(2025.2/11) 

② 審査会(2024.12/11) 

③ 講評(若子 jet 氏 

    長岡造形大学) 

④ 入賞作品展示 

⑤ 卓上カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞「燃える長生橋」 池田勝晃氏   優秀賞「見上げれば」  今井栄一氏    優秀賞「ギラリ！」 三屋敏幸氏 

入選「晴れ渡る夕景」 川上大貴氏    入選「兵どもが夢のあと」  渡辺芳夫氏  入選「夕空七変化」 吉岡義和氏 

入選「静かな夏のひと時」 田中昇一氏   入選「静寂」  二野宮健氏       入選「桜咲く頃」 甲田晴章氏 

①  ② 

③ ④ ⑤ 
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4．「水辺で乾杯」信濃川河川空間・水面活用の検討 

 信濃川の広大な河川空間をまちづくりに活用していくための検討を開始した。今年度は長岡の地域づ

くりに信濃川と水をテーマに活動している（一社）地域ルネッサンス創造機構シンクタンク・ザ・リバー

バンク」と共催で-信濃川の水辺 土手から考える長岡の近未来- 「信濃川 土手シンポジウム」として開

催した。 

■日時：2024 年 7 月 7 日(日) 

  （川の日） 13:30～18:30 

■会場：高齢者センター「しなの」 

■基調講演 

・「道路と地域づくり」 

  講師：近藤 淳氏 

  （北陸地域づくり協会理事長） 

・「近未来の河川空間の利活用と 

       市民のまちづくり」 

  講師：松木洋忠氏 

   （国土技術政策総合研究所 河川研究部長） 

■ラウンドテーブル「信濃川 土手シンポジウム」 

・研究発表：研究発表：長岡造形大学 柏原信幸先生 

 ＋ゼミ生 「信濃川のランドスケープデザイン」 

•シンポジウム 

「信濃川の水辺・土手から考える長岡の近未来」 

 パネリスト：長岡市副市長 髙見真二氏、家老洋氏、 

椿正志氏、猪俣雄大氏 ほか  

■信濃川右岸新設「水防センター施設見学会」 

 

■「信濃川の水辺で乾杯！2024」  

■参加者：75 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信濃川の水辺で乾杯 

信濃川の水辺で乾杯 シンポジウム 
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5．長生橋ライトアップ 2024 

 長生橋ライトアップは点灯式を行った

4 月 19 日から 12 月 8 日までの間実施

した。2024 年はパリオリンピックの開催

年であることから、オリンピックの成功と

参加の選手にエールを送ることで 8 月に

オリンピックカラーのライトアップを実

施した。2024 年は長生橋歩道橋の塗装工事の関係もあり長岡花火でナイアガラが中止になったことで

長生橋ライトアップと三尺玉のコラボレーションが実現した。 

点灯式からのメッセージを込めたライトアップの実績は以下である。 

 

・4 月 19 日～5 月 31 日：虹色ライトアップ 

・6 月 1 日～7 月 7 日：グリーン(環境の日) 

 ・7 月 8 日～8 月 1 日：白(慰霊と平和) 

 ・8 月 2 日～8 月 31 日：オリンピックカラー 

 ・9 月 1 日～9 月 30 日：オレンジ(認知症) 

 ・10 月 1 日～10 月 31 日：虹色 

 ・11 月 1 日～1 月 30 日：ブルー(糖尿病) 

 ・12 月 1 日～12 月 8 日：白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024 年 4 月 23 日 新潟日報 

ライトアップと三尺玉 

虹色 4・5・10 月 

グリーン 6 月 

白 7・12 月 

オリンピック 8 月 

オレンジ 9 月 

ブルー11 月 
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6．長生橋フォーラム 2024「長生橋と共に」 

■趣旨 

 長生橋ライトアップは長岡の新たな魅力ある景

観として定着し、長岡地域におけるまちづくりの重

要な存在として認識されるようになってきている。

特に今年度の長岡花火大会では、ナイアガラ花火の

中止のなか、オリ ンピックカラーの長生橋の背後

に打ち上げられた三尺玉は、「長生橋ライトアップ

と三尺玉」という新たな長岡の魅力が加わった。   

今年のフォーラムでは来年 88 歳 ・ 米寿 を迎

える長生橋が、地域の人の暮らしとどうかかわり、

心象風景にどのように映ってきたか、どのように 

地域の人たちに愛されてきたかに焦点をあてる。 

なお、長生橋を愛する会が長生橋の魅力発信に活

用するために実施した「第 4 回長生橋フォトコン

テスト」の表彰式をあわせて行った。  

■日時：2025 年 2 月 11 日(火祝)14:00～ 

■会場：アオーレ長岡 市民交流ホールＡ 

■参加者：７１名 

■プログラム 

❶長生橋フォトコンテスト表彰式 14:15～  

・表彰式：表彰状授与  

❷長生橋フォーラム 2024 15:00 ～ 

・講演『長生橋と共に』 講師：神保陸郎氏  

 

2024 年 9 月 21 日 新潟日報 

2024年 12月24日 新潟日報 告知記事 
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7．長生橋情報発信 

■㈱NCT 特別番組「長生橋ライトアップ 2024」及び NCT「ニュース番組ゲッキン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 2 月 19 日 新潟日報 

長生橋フォーラム 会場 

長生橋フォーラム 伊野長岡地域振興局長挨拶             講演「長生橋と共に」神保陸郎氏 
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■長生橋を愛する会ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


